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内 容 対 象 定 員 申 込 

第 1 部 
14：00 

～15：00 

体を動かす 

わらべうた遊び 

小学生以下の

子ども 

＊未就学児は

保護者同伴 

30 名 

（先着順） 

参加者の氏名、年齢、電話番号

を直接または、電話、ファクス

でお申し込みください。 

第 2 部 
15：15 

～16：00 

わらべうたに 

ついてのおはなし 
大人 30 名程度 

不要 

＊第 1 部の見学参加が可能です 

（申込不要）。 

 

＊ 今月の展示 ＊ 
《中央展示》 

『降矢ななさんの本の展示』  
降矢ななさんが、これまで制作された作品を中心に

ご家族の降矢洋子さん（母）やアンヴィル奈宝子さん

（妹）の作品も併せて展示しています。また、降矢さ

んが現在住んでいるスロバキア共和国に関する資料

なども展示しています。 
 
図書館内で特別に『おせんべ やけたかな』（こがよう 
こ/構成・文 降矢なな/絵 童心社/刊）の原画・試作本 
を展示しています。この貴重な機会にぜひご覧下さい！ 

と き：8 月31 日（土） 第1 部14:00～ 第２部15:15～ 

ところ：山崎本社 みんなのあいプラザ ３階講座室（廿日市市新宮１丁目 13-1） 

講 師：高城
た か ぎ

 敏子
と し こ

さん 

《企画展示》 

『人生の終
しま

い方』
 

お盆を迎え、お墓参りに行かれる方も多いの

ではないでしょうか。親も自分もまだ元気、と

思っていても「いつか」は必ず訪れるもの。こ

れもひとつのきっかけとして、「人生の終い

方」について考えてみませんか？ 

お墓、遺言、終活などの本を集めて展示して

います。 



 

 

  検索機で資料を検索し、 印刷 ボタンを押すと検索結果をレシートに印刷できます。 

 

  検索機で資料を検索した後、検索結果の右下にある 予約 ボタンを押し、利用カードの番号（※１）

とパスワード（※２）を入力することで、資料の予約をすることができるようになりました。 

連絡方法は、電話、メール（※３）、連絡不要が選べます。 

 

 利用照会 を選び、利用カードの番号（※１）とパスワード（※２）を入力することで、自分の貸し

出し状況を調べることができるようになりました。 
  

 ラベル印刷 を選び、利用カードの番号（※１）とパスワード（※２）を入力することで、 今日借

りた本を印刷 ・ 借りているものすべてを印刷 ・ 本のバーコードを読んで印刷 することができま

す。 

 

※１…ハイフン(-)なしで入力してください。  ※２…初期設定は利用者個人の生年月日（8桁）です。 

※３…あらかじめ  利用照会  でメールアドレスの登録をしておく必要があります。 
 

新しく入った本（一般書） 

図書館には１カ月に約５００冊の新刊が入ります。その一部を紹介します。 
 

『たったの 10 分!「プチ速読」で読書スピードが 2 倍になる』池江俊博／著 明日香出版社 019.1/ｲ 

『苦しかったときの話をしようか』森岡毅／著 ダイヤモンド社 159.4/ﾓ 

『天才数学者、ラスベガスとウォール街を制す』上 下 エドワード・O.ソープ／著 望月衛／訳 

ダイヤモンド社 289.3/ｿ 

『日本のマクロ経済政策』熊倉正修／著 岩波書店 S332.1/ｸ 

『生命科学クライシス』リチャード・ハリス／著 寺町朋子／訳 白揚社 490.4/ﾊ 

『マツダ 心を燃やす逆転の経営』山中浩之／著 日経 BP  537.0/ﾔ 

『最後の料理人』徳岡孝二／著 飛鳥新社 596.2/ﾄ 

『木々は歌う』D.G.ハスケル／著 屋代通子／訳 築地書館 653.1/ﾊ 

『本当の翻訳の話をしよう』 村上春樹／著 柴田元幸／著 スイッチ・パブリッシング 801.7/ﾑ 

『おやつが好き』坂木司／著 文藝春秋 914.6/ｻ 

『刑罰』フェルディナント・フォン・シーラッハ／著 酒寄進一／訳 東京創元社 943/ｼ 

『愛情漂流』辻仁成／著 竹書房 F/ﾂ  



 

 

 

『めっきらもっきら どおんどん』 

この作品に出てくる３人のお化けといえば、「しっかかもっかか」「おたからまんちん」「もんもんびゃっこ」。 

でも「もんもんびゃっこ」は最初、「ぎっことんこ」という名前だったのです。 

文章の雰囲気から日本の民話風なイメージが浮かんだ降矢さんは、3人のお化けのうちの 1人を、 

自分が好きだったお稲荷さんの白狐にお面をかぶらせたおばけの姿にしました。すると文を書いた長谷川 

さんは「お面をかぶっていると、子どもはどんな顔をしているんだろう？と想像して怖くなっちゃう。思い切ってお面じゃなくて 

狐のおばけにしたら？」とアドバイスし、さらに「この狐おもしろいわあ。私、この狐に合わせて、おばけの名前変えるわ」と。 

そして「もんもんびゃっこ」が生まれました。 

新人の絵を見てベテランの長谷川さんがテキストを変えたことに降矢さんは驚き、作家と画家が一緒に絵本を作り上げ

る貴重な体験ができたことに感謝している、とおっしゃっています。 

 

 

山手線の電車内で山姥っぽい女性を発見！  

その女性は、なぜか紙袋の中を覗いては笑っていた。 

そこで乗り越して姿を追うと…なんと中身は色とりどりの 

可愛いパンツだった！！！  

（富安陽子さん談） 

 

 

やまんばのむすめ まゆのおはなし『まゆとおに』富安陽子/文 降矢なな/絵 福音館書店 

『やまんば山のモッコたち』から生まれた絵本です。 

 

長谷川摂子/作 ふりやなな/画 福音館書店 

 

喫茶店で降矢さんと 

福音館書店の担当者と打ち合わせを 

した時のこと。 

降矢さんの第一声にショック！！！ 

「富安さんは、やまんばかあさんにそっくり 

ですね（笑顔）」  

（富安陽子さん談） 

 

編集者から「内田さんにもこんな作品が 

書けるんだ、というようなナンセンスじゃない作品を 

退職祝いに欲しい」と言われた時、この『ともだちや』 

しかなかった。 

編集者が選んだ３人の絵を見たが、２人はまじめな絵で、

降矢さんの絵だけ変だったので、降矢さんを選んだ！ 

 （内田麟太郎さん談） 

 

 

服を降矢さんから「このキツネは 

着ていますか？」と聞かれたが、 

これだけ描ける人なら僕は何も言わない方が

いいなと思った。 

でも…自由にもほどがあるぞ～！！！ 

僕は教養がある男なのに～。 

こんな品のないキツネになったのか～。 

でも子どもたちは不思議・驚き・変が好き。 

それにはピッタリ！ 

（内田麟太郎さん談） 

降矢さんの絵本への思いや創作の話、スロバキアでの

生活の様子は、講演会をはじめ、中央展示コーナー、 

「ドブルーフッチ！降矢ななのおいしいスロバキア」 

（https://kaiseiweb.kaiseisha.co.jp/a/furiyanana/） 

などでもお楽しみください。 

図書館での本の展示は

8/21(水)まで。 

どうぞお見逃しなく 

 

 

8月 17日（土）から 9月 22日（日）まで、はつかいち美術ギャラリーで開催される「降矢なな絵本原画展」。 

３年前に降矢さんにお会いして以来、追っかけしている司書Ｇが、降矢さんの魅力を紹介しつつ、各地の講演会や展覧会

で見聞きしたヒミツもちょっぴりお届けします。 

  

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

1961年東京都生まれ。母の降矢洋子さん、妹のアンヴィル奈宝子さんは画家、叔母は福音館書店の

編集者で、小さい頃から絵や絵本に囲まれて育ちました。 

小学生の頃は佐藤さとるの「コロボックル物語」に夢中になり、高学年からは漫画にハマり、手塚治虫や漫

画雑誌「ガロ」を熱心に読むように。そしてマンガ家になることを夢見ますが、仕事量の多さを知り自分には

ムリと諦めたとか。その後、20代の時にドゥシャン・カーライ絵の『不思議の国のアリス』に出会い、彼が教鞭

をとるスロバキアのブラティスラヴァ美術大学へ留学し、現在もスロバキアで暮らしています。 

★図書館では、降矢ななさんの作品だけでなく、降矢洋子さん、アンヴィル奈宝子さんの作品をはじめ、降矢さんが子どもの頃に

読み親しんだ本も展示・貸出します。 

 

降矢ななさんってどんな人？ 

はじめての絵本、製作秘話 

 

のひみつ その１ 

https://kaiseiweb.kaiseisha.co.jp/a/furiyanana/


【対象】乳幼児 

【時間】1回目 1０時３０分～ 

2 回目 11 時～ 
 

※整理券をお渡ししています。 

相談カウンターにお申し付けください。 
 

☆ 

  【対象】幼児～小学校低学年 

  【時間】１１時～ 

 

8/10（土） 

ぬいぐるみといっしょのおはなし会 

ぬいぐるみといっしょにご参加ください！ 

 

8/24（土） 

降矢ななさんの作品を楽しむおはなし会 

 

 

 

 

 

 

 

寄贈していただいた本の中で、受入れしなかったものを「はつかの市」でお譲りします！ 

 

 

 

 

 

 

 

※お一人様 10 冊まで。 

（たくさんの方にお譲りしたいので、ご協力をお願いいたします） 

※本を持って帰る袋はご持参ください。 

 

 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

日 月 火 水 木 金 土 

    １ 

 

２ 

◎ 

３ 

 

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 

☆ 

１１ １２ １３ 

 

１４ １５ １６ 

◎ 

１７ 

 

１８ 

 

１９ 

 

２０ 

 

２１ 

 

２２ 

休館 

２３ 

 

２４ 

☆ 

２５ 

 

２６ 

 

２７ 

★ 

２８ ２９ ３０ ３１ 

８月の図書館カレンダー 

 

※場所は図書館会議室です。 

 

 

※本がなくなり次第、終了します   

★ 8/27（火）17：00～18：00 

降矢ななさんの作品を読み聞かせと語りで楽しむ 

おはなし会 

※場所はウッドワンさくらぴあリハーサル室です。 


